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ＲＰＡによる農地情報の自動入力（福岡県宗像市）

農耕地の賃貸借権の設定状況や利用状況について、農地情報公開システム（全国農地ナビ）へのデータ入力
をＲＰＡで実施。

課 題

取 組

○ 賃貸借権設定状況：システムへのｃｓｖ一括取込ができないため、１件ずつ手入力しなければならない
最大1,800件、１件あたり作業時間 約１０分 ⇒ 300時間

○ 農耕地の利用状況：システムへのｃｓｖ一括取込はできるが、取込データの作成に手間がかかる
約23,000件、１件あたり作業時間 約3分 ⇒ 1,150時間

○ 賃貸借権設定状況：
宗像市農家台帳システムの個別画面から
必要な情報をＲＰＡで入力

成 果

○ 合計1,450時間想定の入力業務が約４０時間で完了
○ 機械による自動作業のため、入力ミスなし

宗像市農地台帳 利用状況調査結果

合計1,450時間

○ 農耕地の利用状況：
地図に手書きされた情報から職員が手でエクセルを作成。

エクセルから農地情報公開システムに取り込めるデータをＲＰＡで作
成し、一括取込
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